
事業実施報告書【講座名：楽しく学ぶみんなの防災】やすらぎ便利さ創造学部

【参加者の声】

・避難所運営ゲームを行い、避難所はこうあるべきというのが少しわかった。

・自分の創造を超えたことが避難所には押し寄せる。避難所では、外国人の方、ペットを連れた方、

耳が聞こえない方などへの対応が必要であることなどわからないことが知れたことは自分自身の大

きな成果です。

・参加して災害が起きた時にぶっつけ本番では何もできないと感じた。

・防災について、身近な役場が取り組んでいることに参加できるのは良いことと思った。また参加した

い。

【当日の様子】

○日 時 令和元年１２月１５日（日） １０：００～１５：００頃

○場 所 豊平学園体育館

○参加人数 ６３名

○内 容 ①講座「いのちを守る気象情報にするために」 （気象予報士 勝丸 恭子 氏）

②講座「避難所で起こること」 （広島県自主防災アドバイザー 西田井 恭子 氏）

③非常食試食体験

④避難所運営ゲーム～ＨＵＧ～（広島県自主防災アドバイザー 西田井 恭子 氏）

○目 的 防災の意識・知識の向上を図り、災害時に自分の家族、近所、地域においてどう行動

するのかを親子で学ぶことを目的とする。


